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子どもが出かける時

夏休み期間になると、出かける機会が多くなり、子どもに対する声掛け事案等が
増えてくる可能性があります。
子どもたちの安全を守るために、家庭でも安全対策について話し合いましょう。

子どもの前での夫婦喧嘩はNG！ 心理的虐待となる可能性があります

暴言を聞く
…聴覚野が変形

言葉の理解力、コミュニケーショ
ン能力に影響

○ なるべく一人では出かけさせない。
○ 防犯ブザー等を持たせる。
○ 「どこに、誰と、いつ帰るか」 を聞いておく。
○ 携帯電話等で連絡が取れるようにしておく。
○ 知らない人に声を掛けられてもついていかない。

子どもと一緒に出かける時

○ 公衆トイレは子ども一人では行かせない。
○ 車内に子どもだけを放置しない。

子どものみで留守番する時

○ 在宅時でも玄関や窓には鍵をかける。
○ 電話やインターホンにはでないようにさせる。
○ テレビや照明をつけて、在宅をアピール。
○ 緊急時の連絡先を共有する。

子どもたちの安全を守るために、皆様のご協力をお願いします。

夫婦喧嘩で大声で怒鳴る、無視して口をきかない等は、ＤＶの中でも精神的暴力として
位置づけられています。子どもにとってＤＶを見聞きするのは大きなストレスになります。

身体への影響
・常に緊張を強いられる
・罪悪感や無力感を感じる
・不安で楽しめない

心への影響


